
 

第４回 日・アフリカ官民インフラ会議（８月 21 日） 

 

（１） 日 時：令和７年８月 21 日（木） 

（２） 場 所：パシフィコ横浜アネックスホール 

（３） 参加者：官民合計で約 150 名   

（４） 会議概要 

 

① 開会挨拶、基調講演 

中野大臣が開会挨拶を行い、続いてアフリカ各国や国際機関等から基調講演を頂きました。 

 

＜中野大臣の挨拶内容＞ 

 アフリカ各国の大臣をはじめとする政府・企業の皆様

を日本でお迎えすることができ、大変光栄。JAIDA と国土

交通省が連携し、これまでにアフリカ 14 ヶ国において

「官民インフラ会議」を開催するなど、官民一体となっ

て質の高いインフラに関する協力関係を強化してきた。

TICAD９の目標である「アフリカと共に革新的な解決策を

共創する」というテーマをインフラ分野において実現さ

せるべく、アフリカ各国が直面する課題やニーズをしっ

かりと受け止めることが重要。その上で、日本が有する

経験や技術、人材育成の知見を組み合わせることにより、日アフリカ双方の連携活動をさらに発

展させ、互いにとって持続可能かつ革新的なインフラの未来を共に描いていきたい。 

 

【基調講演者】 

 JAIDA（アフリカ・インフラ協議会）：宮本会長（清水建設㈱相談役） 

 タンザニア連合共和国：マウムッド・タビット・コンボ 外務・東アフリカ協力大臣 

 ケニア共和国：ムブグア 道路運輸省次官 

 スエズ運河経済特区：ワリード・ガマルエルディン 会長 

 AUDA-NEPAD（アフリカ連合開発庁）：アミン・イドリス・アドゥム 

            経済・インフラ・工業化・貿易・地域統合局長 

 

 

別紙 

基調講演：JAIDA, 
宮本会長 

基調講演：スエズ運河経済特区, 
ワリード・ガマルエルディン 会長 

基調講演者での記念撮影 

中野大臣の開会挨拶 



 

② パネルディスカッション 

「人材、インフラテック、PPP による課題解決と長期的関係

構築」をテーマとするパネルディスカッションでは、ハード

の面とソフトの面から各パネリストの持つ知見について、デ

ジタル技術の改善やコネクティビティの問題など積極的な

議論が行われました。また、インフラ計画の上流下流に問わ

ず、携わるアフリカ人材の能力向上・関係構築の重要性につ

いても意見交換されました。 

 

【モデレータ】 

 UNDP（国連開発計画）：小松原 茂樹 タンザニア常駐代表 

【パネリスト】 

 OECD-DEV（OECD 開発ｾﾝﾀｰ）：ラグハイズル・エリン・アルナドッティル 局長 

 WB（世界銀行）：ジェーン・ジェイミソン 官民インフラ部マネジャー 

 AfDB(アフリカ開発銀行)：山口 将秀 インフラ・都市開発局課長 

 

③ 「人材、インフラテック・ＰＰＰ」セミナー 

人材セッション 

「質の高いインフラ実現に向けた人材育成に関するセミナー」を

テーマに、主に海外人材育成に関する日本政府の取組みから民間

企業（JAIDA に所属する２企業）によるアフリカ人材受入れ研修

の事例、人災育成支援機関からは外国籍従業員の日本で就労する

ことにおける留意事項、また、大学機関からはアフリカと日本の

視点から文化や多様性を踏まえた共生の未来について発表が行

われました。先のパネルディスカッションにおいて、人材育成の

重要性について議論が行われたことからも、本セッションでの講

演内容は非常に有益なものになりました。 

 

【登壇者】 

 ①国土交通省 不動産・建設経済局：羽矢 憲史 

国際市場課長 

 ②㈱フジタ：奥村 洋治 代表取締役社長（JAIDA 代表） 

 ③清水建設㈱ ：大迫 一也 土木国際支店長 

 ④AOTS（海外人材育成協会）：小美野 顕宏 企業連携部長 

 ⑤京都精華大学：ウスビ・サコ元学長・名誉教授 

 

パネルディスカッションの状況 

③人材育成事例紹介：清水建設㈱ 
大迫 一也 土木国際支店長 

②人材育成事例紹介：㈱フジタ 
奥村 洋治 代表取締役社長 

①日本の建設業界における人材開発： 
羽矢国際市場課長 

⑤支援機関からの取組紹介：京都精華大学 
ウスビ・サコ元学長・名誉教授 

④支援機関からの取組紹介：AOTS 
小美野 顕宏 企業連携部長 



 

インフラテック・PPP セッション 

「持続可能なインフラ開発に向けた PPP と維持管理の最前線」をテーマに、日本政府における PPP

の取組や、アフリカでの官民連携の推進に焦点を当てた発表となりました。また、AfDB の「SAMPA：

アフリカ持続可能道路維持プログラム」にて支援協力を受ける企業（JAIDA 企業を含む）が、同行と

の意向表明書の締結式を行い、２社から事業提案内容を発表いただきました。 

 

【登壇者】 

 AfDB(アフリカ開発銀行)：山口 将秀 インフラ・都市開発局課長 

 エアロセンス株式会社：嶋田 悟 取締役 

 清水建設㈱：越智 克夫 アフリカ営業所長 

 日本道路㈱：山内 仁志 総合企画部 課長 

 ㈱花王：疋田 真奈人  ケミカル事業部門 機能材料事業部 エコインフラ マネジャー 

 国土交通省 総合政策局：武藤 祥郎 海外プロジェクト推進課長 

 スエズ運河経済特区：モハメド・アボ・エル・ダハブ ゼネラルマネージャー 

 

 

④ 閉会挨拶 

閉会に際し国土交通省の小笠原海外プロジェクト審議官よ

り閉会の挨拶を実施しました。参加者への御礼とともに、

国土交通省は今後とも JAIDA と連携していくこと、さらに

は、本日の会議から得られた知見や議論を基に今後ともア

フリカとともに質の高いインフラの実現に取り組む旨を述

べました。 

 閉会挨拶：小笠原海外プロジェクト審議官 

清水建設㈱・日本道路㈱・㈱花王と 

AfDB との LoI 締結式 

エアロセンス㈱と AfDB との LoI 締結式 

日本政府の PPP への取組： 
武藤 祥郎海外プロジェクト推進課長 

スエズ運河経済特区における事例紹介： 
モハメド・アボ・エル・ダハブ ゼネラルマネージャー 


